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こ
の
た
び
私
は
6
月
1
日
か
ら

2
日
間
、
富
山
県
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
か
れ

た
「
第
98
回
北
信
越
学

生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会
」
の
２
０
０
ｍ
走
で
優
勝

し
、
今
年
9
月
19
日
か
ら
川
崎
市

の
等
々
力
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
る
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
（
全
日
本
イ
ン
カ
レ
）

に
出
場
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
念
願
だ
っ

た
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
前
日
の
４
０
０
ｍ
走

で
は
成
績
が
振
る
わ
ず
、
課
題
を

残
す
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
7
月
に
は
新
潟
県
選

手
権
兼
国
体
予
選
、
8
月
に
は
北

日
本
イ
ン
カ
レ
と
北
陸
選
手
権
、

9
月
に
全
日
本
イ
ン
カ
レ
、
10
月

に
北
信
越
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

大
切
な
大
会
が
続
く
の
で
、
自
分

の
置
か
れ
た
環
境
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
1
日
1
日
を
大
切
に

過
ご
し
、
競
技
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。C O N T E N T S

　

本
学
と
新
潟
放
送
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）
の
包

括
連
携
協
定
の
締
結
式
が
4
月
23
日
に

本
校
（
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
行

わ
れ
、
本
学
の
越
智
敏
夫
学
長
、
新
潟

放
送
の
島
田
好
久
代
表
取
締
役
社
長
ら

関
係
者
が
出
席
し
、
連
携
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し

た
。
今
後

「
教
育
・

人
材
育
成

・
人
材
交

流
の
推
進
」、「
防
災
、
減
災
の
啓
蒙
」、

「
地
域
の
社
会
的
課
題
の
解
決
」、「
情

報
発
信
」
な
ど
で
連
携
し
「
地
域
社
会

の
発
展
」
と
「
人
材
育
成
及
び
学
術
の

振
興
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域

で
解
決
す
べ
き
課
題
や

次
世
代
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
な

ど
を
テ
ー
マ
に
人
材
交
流
を
行
う
ほ

か
、
学
生
の
番
組
出
演
を
通
し
て
新

潟
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ

ア
を
提
案
す
る
な
ど
、
人
材
育
成
や

情
報
発
信
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

　

5
月
17

日
に
本
校

で
行
わ
れ
た
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

新
潟
放
送
関
係
者
か
ら
学
生
に
向
け

て
、
新
潟
放
送
の
会
社
概
要
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
工
程
に
つ

い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

若
者
世
代
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

の
楽
し
み
方
や
「
空
き
家
活
用
」
、

「
若
者
が
気
軽
に
遊
べ
る
施
設
の
充

実
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
学
生
が
出
演
す
る
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ

ジ
オ
番
組
「
い
つ
も
あ
な
た
と 

Ｂ

Ｓ
Ｎ
通
信
」
の
事
前
打
合
せ
と
収
録

へ
の
同
席
や
ス
タ
ジ
オ
見
学
を
通
し

て
、
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
一
面
を
知
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
放
送
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

番
組
制
作
を
通
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の

重
要
性
や
社
会
へ
の
影
響
を
学
び
、

若
者
の
視
点
で
地
域
課
題
や
次
世
代

向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

5
月
25
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
た
全
日
本
大
学
生
中
国
語
ス

ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト

北
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
で
一
等
賞
を
受
賞

し
、
6
月
22
日
に
早
稲
田
大
学
で

開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。　

　

参
加
者
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る

「
天
下
一
家
」
を
上
海
で
の
留
学

経
験
と
結
び
つ
け
て
ス
ピ
ー
チ
を

し
ま
し
た
。
中
国
語
が
私
た
ち
の

架
け
橋
と
な
り
、
国
際
交
流
の
成

功
へ
と
導
い
て
く
れ
た
喜
び
を
全

面
に
表
現
し
ま
し
た
。

人材育成 学術振興 地域課題の解決目指す

（
国
際
文
化
学
科 

4
年

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
鳥
　
仁
）

（
企
画
推
進
課
）

包括連携協定締結式にて本学学生・教職員および新潟放送関係者

学
生
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
全
国
大
会
に
出
場

若
者
視
点
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
も

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
意
見
交
換

２
０
０ｍ
走
で
優
勝  

全
国
大
会
へ

　

全
国
大
会
で
は
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
が
、
何
よ
り
う
れ
し
か

っ
た
の
は
大

会
を
通
し
て

切
磋
琢
磨
で

き
る
仲
間
に
出
会
い
、
自
分
の
中

国
語
学
習
を
見
つ
め
直
す
機
会
を

得
た
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
経
験
を
今
後
の
学
習
へ

の
活
力
に
、
日
々
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

新
潟
国
際
情
報

大
学
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
受
験
生
・
高
校
生
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
入
試
な

ど
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
機
能
に
よ
り
、
効
率
的
に
必
要

な
情
報
へ
導
き
ま
す
。
ぜ
ひ
「
友

だ
ち
追
加
」
を
し
て
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
！

新
潟
放
送
と
包
括
連
携
協
定

北信越大会後の本学陸上部のメンバー
（写真一番左が霜鳥仁さん）

（
国
際
文
化
学
科 

3
年

　
　
　
　
　
　
　
　
和
田 

東
子
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

北
信
越
学
生
陸
上
競
技
大
会

夢膨らませた29人 5カ国へ夢膨らませた29人 5カ国へ

独自の給付型奨学金制度を新設独自の給付型奨学金制度を新設
派遣留学・夏期セミナー派遣留学・夏期セミナー

4面

2・3面

北信越学生陸上競技大会 200m走優勝 全国大会へ北信越学生陸上競技大会 200m走優勝 全国大会へ 8面

全日本大学生中国語スピーチコンテスト出場全日本大学生中国語スピーチコンテスト出場 8面

新潟放送と包括連携協定新潟放送と包括連携協定 8面

3面
オンライン交流会・
　通訳ボランティア
　　韓国語生かして
　　コミュ力向上目指す

8面
LINE開設

7面
国道8連おむすびプロジェクト発足
韓国　光云大学校
　　交換留学生からのひと言

4面
令和6年度スポーツ大会
オープンキャンパス2024案内
5面

Wetland City Youth Forum 2024
　　新潟市代表として参加
公開講座「新潟市内『潟』めぐり」現地見学　　　　　　　

6面
ＳＤＧｓフォーラムで研究発表
　　台湾2大学と交流
みずき会総会・懇親会

食と農のわくわくＳＤＧｓ学習
　　お米作りワークショップ
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私
は
こ
の
大
学
に
入
学
す
る
前
か
ら
ロ
シ

ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
や
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
大
学
で
は
国
際
政
治
や
ロ
シ

ア
語
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

っ
て
か
ら
、
自
分
の
進
み
た
い
道
も
消
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
芽
生

え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
ラ
ト
ビ
ア
留
学
に
参
加

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
「
私
は
学
び
た
い
こ

と
を
そ
の
ま
ま
学
び
続
け
て
い
い
の
だ
」
と

思
う
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
で
き
る
だ
け

の
こ
と
を
経
験
し
、
身
に
つ
け
、
自
分
が
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
続
け
る
た
め

の
礎
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国際交流センターで開かれた壮行会で派遣留学と夏期セミナーのメンバーが集合

韓国・世明大学とのオンライン交流会

クルーズ船の観光ボランティアに参加した
二野宮ありささん（中央）

派 遣 留 学
夏期セミナー 翔び立て広い世界へ! 夢膨らませた29人  5カ国へ

　

カ
ナ
ダ
の
短
期
留
学
で
取
り
組
み
た
い
こ

と
は
、
カ
ナ
ダ
の
現
地
の
人
々
と
関
係
を
築

き
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
で
す
。

　

私
は
英
語
が
特
に
苦
手
な
教
科
で
、
英
語

の
勉
強
か
ら
逃
げ
て
き
ま
し
た
が
、
異
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
、
異
な
る
文
化
を
持

つ
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
視
野

を
広
げ
、
成
長
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
直
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
大

切
な
の
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け

る
勇
気
と
、
相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
理
解
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
で
す
。
言
語
の
壁
が
あ
っ

て
も
、
相
手
に
興
味
を
持
ち
、
話
し
か
け
、

質
問
を
す
る
こ
と
が
そ
の
近
道
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
留
学
先
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ミ
ズ
ー

リ
州
立
大
学
で
多
く
の
経
験
を
す
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
得
た
経
験
を
今
後
の
人
生
に

生
か
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

留
学
の
目
的
は
、
英
語
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
、
人
種
に
よ
る

考
え
の
違
い
に
触
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
自
ら
学
ぶ
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
か
ら
進
ん
で
話
し
か
け
、
質
問
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
、
参
加
す

る
の
が
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
、
友
達
が

「
一
緒
に
行
こ
う
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。
目
標
達
成
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
派
遣
留
学
で
成
長
し
た
い
こ
と
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
語
学
力
の
向
上
で

す
。
現
地
の
方
と
お
互
い
の
文
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
話
す
力
と
聞
く
力

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

海
外
留
学
奨
学
金
授
与
式
・
壮
行
会
が

6
月
19
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
の
名
前
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
越
智
敏
夫
学
長
が
代
表
者
に

留
学
奨
学
金
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
越

智
学
長
は
「
け
が
に
気
を
付
け
て
、
多
く

の
人
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
、
各
コ
ー
ス
の
代

表
が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
の
派
遣
先
は
ア
メ
リ
カ・

セ
ン
ト
ラ
ル
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学（
12
名
）、

中
国
・
華
東
師
範
大
学
（
1
名
）
、
韓
国

・
慶
熙
大
学
校
（
7
名
）
、
ラ
ト
ビ
ア
・

ダ
ウ
ガ
フ
ピ
ル
ス
大
学
（
2
名
）
、
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
の
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
立

大
学
（
7
名
）
の
合
計
29
名
で
す
。
ロ
シ

ア
語
圏
へ
は
2
年
ぶ
り
に
ラ
ト
ビ
ア
へ
の

派
遣
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
8
月
4
日
か
ら
9
月
28
日
ま

で
に
順
次
出
発
し
、
最
も
遅
い
韓
国
コ
ー

ス
の
帰
国
は
来
年
3
月
の
予
定
で
す
。

2024年度　派遣留学・夏期セミナースケジュール表 （出発順）
留学

プログラム名

参加学生数合計

7人

12人

2人

1人

7人

29人

2024年8月4日㈰～ 9月1日㈰

2024年8月20日㈫～12月15日㈰

2024年8月28日㈬～12月27日㈮

2024年9月7日㈯～2025年1月11日㈯

2024年9月28日㈯～2025年3月1日㈯

参加
人数

夏期セミナー

派遣留学

経営情報
学部

国際学部

カナダ アルバータ州立大学

アメリカ セントラルミズーリ州立大学

ラトビア ダウガフピルス大学

中国 華東師範大学

韓国 慶熙大学校
キョンヒ

　

も
う
一
つ
は
異
文
化
交
流
で
す
。
留
学
で

は
違
う
国
の
方
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
た

り
、
食
事
を
し
た
り
し
て
、
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
文
化
と
違

う
と
こ
ろ
を
受
け
入
れ
、
異
文
化
を
理
解
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

今
回
の
留
学
で
一
番
楽
し
み
な
の
は
韓
国

文
化
に
関
す
る
授
業
で
す
。
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
は
向
上
さ
せ
た
語
学
力
と
、
学
ん
で
き

た
文
化
の
力
を
生
か
し
て
自
分
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
が
派
遣
留
学
で
力
を
入
れ
た
い
こ
と
は

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
中
国
語

を
上
達
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
私
は
父
が
中
国

人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
で
父
と
会
話

す
る
と
き
は
簡
単
な
中
国
語
で
話
し
て
い
ま

す
。
で
も
正
し
い
発
音
が
で
き
な
い
、
難
し

い
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
現
地
で
語
学

を
学
び
、
正
確
な
中
国
語
を
話
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
交
流
を
す
る
こ
と
で
す
。

中
国
に
行
く
の
で
中
国
の
方
と
関
わ
る
の
は

当
然
で
す
が
、
留
学
先
で
は
た
く
さ
ん
の
国

の
方
が
い
る
の
で
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

　

目
標
を
持
ち
、
学
ん
だ
こ
と
を
身
に
つ
け

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

視
野
を
広
げ
て
成
長
を

瀧
澤 

菜
帆
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
2
年
）

カ
ナ
ダ
コ
ー
ス

英
語
力
の
向
上
目
指
す

中
山 

光
貴
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス

異
文
化
交
流
に
期
待

涌
井
　 

心
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

韓
国
コ
ー
ス

中
国
語
習
得
に
全
力

加
藤 

愛
莉
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

中
国
コ
ー
ス

進
む
道
を
確
か
め
た
い

本
間 

莉
菜
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ラ
ト
ビ
ア
コ
ー
ス

国名実施学部 大学名 留学期間

　

私
は
5
月
22
日
に
行
わ
れ
た
韓
国

・
世
明
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
専

攻
の
学
生
21
名
と
、
本
学
韓
国
語
履

修
者
の
有
志
14
名
に
よ
る
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
、韓
国
語
を
使
い
な
が
ら
、

各
グ
ル
ー
プ
で
お
互
い
の
国
や
地
域

に
つ
い
て
紹
介
し
あ
い
、
短
い
時
間

で
し
た
が
、
お
互
い
の
文
化
へ
の
関

心
を
高
め
ら
れ
る
充
実
し
た
時
間
で

し
た
。　

　

ま
た
5
月
28
日
に
は
、
韓
国
・
釜

山
か
ら
新
潟
に
寄
港
し
た
海
外
ク
ル

ー
ズ
船
「
コ
ス
タ
・
セ
レ
ナ
」
の
韓

国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、
観
光
案
内
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
私
た
ち
4
年
生
は
東
港
の
観
光
案

内
所
で
、
主
に
観
光
プ
ラ
ン
の
提
案
や
目

的
地
ま
で
の
交
通
手
段
を
伝
え
る
役
割
を

担
い
ま
し
た
。
私
も
他
の
ス
タ
ッ
フ
や
友

人
と
協
力
し
な
が
ら
、
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
は
授
業
以
外
で
韓
国
の
方
と
直

接
話
し
た
こ
と
も
、
ク
ル
ー
ズ
船

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
経
験
も

な
く
、
不
安
は
大
き
か
っ
た
の
で
す

が
、
自
分
の
学
ん
で
き
た
韓
国
語
を

生
か
し
、
少
し
で
も
観
光
客
の
役
に

立
て
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

同
時
に
、
自
身
の
韓
国
語
の
未
熟

さ
と
新
潟
に
対
す
る
知
識
不
足
も
感

じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
韓
国
語
の

向
上
に
努
め
、
日
本
や
新
潟
の
魅
力

を
楽
し
く
国
内
外
の
皆
さ
ん
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

セ
ミ
ョ
ン

（
国
際
文
化
学
科 

4
年
　

　
　
　
　
　
　
二
野
宮 

あ
り
さ
）　

オンライン交流会・通訳ボランティア
韓国語生かしてコミュ力向上目指す

　

本
学
で
韓
国
語
を
履
修
す
る
学
生

有
志
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
や
観

光
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
二

野
宮
あ
り
さ
さ
ん
の
報
告
で
す
。

キ
ョ
ン
ヒ

越智学長が留学奨学金証書を手渡しました留学に向けた決意表明を行う中山光貴さん
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私
は
こ
の
大
学
に
入
学
す
る
前
か
ら
ロ
シ

ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
や
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
大
学
で
は
国
際
政
治
や
ロ
シ

ア
語
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

っ
て
か
ら
、
自
分
の
進
み
た
い
道
も
消
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
芽
生

え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
ラ
ト
ビ
ア
留
学
に
参
加

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
「
私
は
学
び
た
い
こ

と
を
そ
の
ま
ま
学
び
続
け
て
い
い
の
だ
」
と

思
う
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
で
き
る
だ
け

の
こ
と
を
経
験
し
、
身
に
つ
け
、
自
分
が
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
続
け
る
た
め

の
礎
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国際交流センターで開かれた壮行会で派遣留学と夏期セミナーのメンバーが集合

韓国・世明大学とのオンライン交流会

クルーズ船の観光ボランティアに参加した
二野宮ありささん（中央）

派 遣 留 学
夏期セミナー 翔び立て広い世界へ! 夢膨らませた29人  5カ国へ

　

カ
ナ
ダ
の
短
期
留
学
で
取
り
組
み
た
い
こ

と
は
、
カ
ナ
ダ
の
現
地
の
人
々
と
関
係
を
築

き
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
で
す
。

　

私
は
英
語
が
特
に
苦
手
な
教
科
で
、
英
語

の
勉
強
か
ら
逃
げ
て
き
ま
し
た
が
、
異
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
、
異
な
る
文
化
を
持

つ
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
視
野

を
広
げ
、
成
長
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
直
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
大

切
な
の
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け

る
勇
気
と
、
相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
理
解
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
で
す
。
言
語
の
壁
が
あ
っ

て
も
、
相
手
に
興
味
を
持
ち
、
話
し
か
け
、

質
問
を
す
る
こ
と
が
そ
の
近
道
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
留
学
先
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ミ
ズ
ー

リ
州
立
大
学
で
多
く
の
経
験
を
す
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
得
た
経
験
を
今
後
の
人
生
に

生
か
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

留
学
の
目
的
は
、
英
語
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
、
人
種
に
よ
る

考
え
の
違
い
に
触
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
自
ら
学
ぶ
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
か
ら
進
ん
で
話
し
か
け
、
質
問
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
、
参
加
す

る
の
が
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
、
友
達
が

「
一
緒
に
行
こ
う
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。
目
標
達
成
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
派
遣
留
学
で
成
長
し
た
い
こ
と
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
語
学
力
の
向
上
で

す
。
現
地
の
方
と
お
互
い
の
文
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
話
す
力
と
聞
く
力

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

海
外
留
学
奨
学
金
授
与
式
・
壮
行
会
が

6
月
19
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
の
名
前
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
越
智
敏
夫
学
長
が
代
表
者
に

留
学
奨
学
金
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
越

智
学
長
は
「
け
が
に
気
を
付
け
て
、
多
く

の
人
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
、
各
コ
ー
ス
の
代

表
が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
の
派
遣
先
は
ア
メ
リ
カ・

セ
ン
ト
ラ
ル
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学（
12
名
）、

中
国
・
華
東
師
範
大
学
（
1
名
）
、
韓
国

・
慶
熙
大
学
校
（
7
名
）
、
ラ
ト
ビ
ア
・

ダ
ウ
ガ
フ
ピ
ル
ス
大
学
（
2
名
）
、
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
の
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
立

大
学
（
7
名
）
の
合
計
29
名
で
す
。
ロ
シ

ア
語
圏
へ
は
2
年
ぶ
り
に
ラ
ト
ビ
ア
へ
の

派
遣
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
8
月
4
日
か
ら
9
月
28
日
ま

で
に
順
次
出
発
し
、
最
も
遅
い
韓
国
コ
ー

ス
の
帰
国
は
来
年
3
月
の
予
定
で
す
。

2024年度　派遣留学・夏期セミナースケジュール表 （出発順）
留学

プログラム名

参加学生数合計

7人

12人

2人

1人

7人

29人

2024年8月4日㈰～ 9月1日㈰

2024年8月20日㈫～12月15日㈰

2024年8月28日㈬～12月27日㈮

2024年9月7日㈯～2025年1月11日㈯

2024年9月28日㈯～2025年3月1日㈯

参加
人数

夏期セミナー

派遣留学

経営情報
学部

国際学部

カナダ アルバータ州立大学

アメリカ セントラルミズーリ州立大学

ラトビア ダウガフピルス大学

中国 華東師範大学

韓国 慶熙大学校
キョンヒ

　

も
う
一
つ
は
異
文
化
交
流
で
す
。
留
学
で

は
違
う
国
の
方
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
た

り
、
食
事
を
し
た
り
し
て
、
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
文
化
と
違

う
と
こ
ろ
を
受
け
入
れ
、
異
文
化
を
理
解
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

今
回
の
留
学
で
一
番
楽
し
み
な
の
は
韓
国

文
化
に
関
す
る
授
業
で
す
。
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
は
向
上
さ
せ
た
語
学
力
と
、
学
ん
で
き

た
文
化
の
力
を
生
か
し
て
自
分
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
が
派
遣
留
学
で
力
を
入
れ
た
い
こ
と
は

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
中
国
語

を
上
達
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
私
は
父
が
中
国

人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
で
父
と
会
話

す
る
と
き
は
簡
単
な
中
国
語
で
話
し
て
い
ま

す
。
で
も
正
し
い
発
音
が
で
き
な
い
、
難
し

い
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
現
地
で
語
学

を
学
び
、
正
確
な
中
国
語
を
話
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
交
流
を
す
る
こ
と
で
す
。

中
国
に
行
く
の
で
中
国
の
方
と
関
わ
る
の
は

当
然
で
す
が
、
留
学
先
で
は
た
く
さ
ん
の
国

の
方
が
い
る
の
で
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

　

目
標
を
持
ち
、
学
ん
だ
こ
と
を
身
に
つ
け

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

視
野
を
広
げ
て
成
長
を

瀧
澤 

菜
帆
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
2
年
）

カ
ナ
ダ
コ
ー
ス

英
語
力
の
向
上
目
指
す

中
山 

光
貴
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス

異
文
化
交
流
に
期
待

涌
井
　 

心
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

韓
国
コ
ー
ス

中
国
語
習
得
に
全
力

加
藤 

愛
莉
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

中
国
コ
ー
ス

進
む
道
を
確
か
め
た
い

本
間 

莉
菜
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ラ
ト
ビ
ア
コ
ー
ス

国名実施学部 大学名 留学期間

　

私
は
5
月
22
日
に
行
わ
れ
た
韓
国

・
世
明
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
専

攻
の
学
生
21
名
と
、
本
学
韓
国
語
履

修
者
の
有
志
14
名
に
よ
る
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
、韓
国
語
を
使
い
な
が
ら
、

各
グ
ル
ー
プ
で
お
互
い
の
国
や
地
域

に
つ
い
て
紹
介
し
あ
い
、
短
い
時
間

で
し
た
が
、
お
互
い
の
文
化
へ
の
関

心
を
高
め
ら
れ
る
充
実
し
た
時
間
で

し
た
。　

　

ま
た
5
月
28
日
に
は
、
韓
国
・
釜

山
か
ら
新
潟
に
寄
港
し
た
海
外
ク
ル

ー
ズ
船
「
コ
ス
タ
・
セ
レ
ナ
」
の
韓

国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、
観
光
案
内
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
私
た
ち
4
年
生
は
東
港
の
観
光
案

内
所
で
、
主
に
観
光
プ
ラ
ン
の
提
案
や
目

的
地
ま
で
の
交
通
手
段
を
伝
え
る
役
割
を

担
い
ま
し
た
。
私
も
他
の
ス
タ
ッ
フ
や
友

人
と
協
力
し
な
が
ら
、
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
は
授
業
以
外
で
韓
国
の
方
と
直

接
話
し
た
こ
と
も
、
ク
ル
ー
ズ
船

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
経
験
も

な
く
、
不
安
は
大
き
か
っ
た
の
で
す

が
、
自
分
の
学
ん
で
き
た
韓
国
語
を

生
か
し
、
少
し
で
も
観
光
客
の
役
に

立
て
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

同
時
に
、
自
身
の
韓
国
語
の
未
熟

さ
と
新
潟
に
対
す
る
知
識
不
足
も
感

じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
韓
国
語
の

向
上
に
努
め
、
日
本
や
新
潟
の
魅
力

を
楽
し
く
国
内
外
の
皆
さ
ん
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

セ
ミ
ョ
ン

（
国
際
文
化
学
科 

4
年
　

　
　
　
　
　
　
二
野
宮 

あ
り
さ
）　

オンライン交流会・通訳ボランティア
韓国語生かしてコミュ力向上目指す

　

本
学
で
韓
国
語
を
履
修
す
る
学
生

有
志
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
や
観

光
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
二

野
宮
あ
り
さ
さ
ん
の
報
告
で
す
。

キ
ョ
ン
ヒ

越智学長が留学奨学金証書を手渡しました留学に向けた決意表明を行う中山光貴さん
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OPEN
CAMPUS
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新潟市西区みずき野3-1-1 （JR越後赤塚駅下車 徒歩7分）
新潟国際情報大学 本校会場

本学ホームページを
ご確認ください。

お申込み・
詳細

新潟県外
及び

佐渡島在住の方限定、
交通費補助制度

あり!

学生スタッフがみなさんを
ご案内します!

学生スタッフがみなさんを
ご案内します!

ご家族で
お気軽にお越し
ください。

オープンキャンパスで
学びを体験しよう！

時間やイベントについては、
変更になる場合があります。
最新情報は本学ホームページを
ご覧ください。

9/1日
13:30 ▼17:00

3回目

8/4日
13:30 ▼17:00

2回目

12/8日
決定次第
公開します

4回目

送迎バス
運行

無料
8/4のみ8/4のみ

　

本
学
で
は
、
経
済
的
支
援
及
び
学
業
の
奨
励

を
目
的
と
し
て
、
多
様
な
独
自
奨
学
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
さ
ら
な
る
経

済
的
支
援
を
目
的
に
、
新
た
な
「
給
付
型
奨
学

金
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
高

等
教
育
修
学
支
援

新
制
度
の
支
援
対

象
が
令
和
6
年
度

か
ら
拡
大
さ
れ
、

本
学
情
報
シ
ス
テ

ム
学
科
が
支
援
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
本
学
独
自
の
奨
学
金
新
制
度
】

◎
家
族
入
学
奨
学
金 

入
学
金
相
当
額
を
給
付

 

対
象
者
：
入
学
時
に
お
い
て
親
子
や
兄
弟

姉
妹
が
本
学
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
。

◎
家
族
在
籍
支
援
奨
学
金 

当
該
学
期
授
業
料

の
半
額
相
当
額
を
給
付
（
通
算
8
学
期
以

内
）

 

対
象
者
：
本
人
の
入
学
時
に
お
い
て
、
兄

弟
姉
妹
や
親
子
が
本
学
に
在
籍
し
て
い
る

者
（
条
件
あ
り
）
。
受
給
対
象
者
は
入
学

年
度
が
一
番
下
位
の
者
と
す
る
。

※
い
ず
れ
も
令
和
6
年
度
以
降
に
入
学
し
た
学

生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
・
条
件

等
に
つ
い
て
は
、
本
学
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
国
の
高
等
教
育
修
学
支
援
新
制
度
（
給
付
型

奨
学
金
）
】

◎
第
Ⅳ
区
分
（
理
工
農
系
） 

本
学
情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
料
の
3
分
の
1
を
減
免（
半
期
１
１
２
，

５
０
０
円
／
年
間
２
２
５
，0
0
0
円
）

　

対
象
者
：
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
に
在
籍
し
、

国
の
高
等
教
育
修
学
支
援
新
制
度
の
第
Ⅳ

区
分
に
該
当
す

る
者

　

※
詳
し
い
内
容

・
要
件
等
に
つ
い

て
は
、
日
本
学
生

支
援
機
構
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
学

生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
後
も
多
様
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
奨
学
金
制
度
で
学
び
を
支
援

約500人が参加したスポーツ大会開会式のラジオ体操の様子

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
6
月
8
日
に
本
校
み
ず

き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
e
ス
ポ
ー
ツ
の
5

競
技
に
約

５
０
０
人

が
参
加
、

優
勝
を
目

指
し
て
各

競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
1
年
生
ゼ
ミ
対
抗
で
学

生
だ
け
で
な
く
教
員
も
参
加
し
、
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
だ
け
で
な

く
e
ス
ポ
ー
ツ
も
取
り
入
れ
、
運
動
が
苦
手

な
人
も
楽
し
め
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事
に
大
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
参

加
者
に
良

い
思
い
出

が
残
る
ス

ポ
ー
ツ
大

会
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

  （
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
長

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 
3
年
　
清
水 

智
哉
）

5
競
技
に
５
０
０
人
が
汗
流
す

│
│
e
ス
ポ
ー
ツ
で
も
熱
戦

スポーツ大会

独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
新
設

国
の
制
度
も
拡
充
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
が
対
象
に

　

世
界
各
国
か
ら
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
都
市
の
若
者
が
集
ま
る
学

会
「W

etland City Youth 
Forum

 2024

」
が
5
月
24
日

か
ら
3
日
間
、
韓
国
の
済
州
市

で
開
催
さ
れ
、
新
潟

市
代
表
と
し
て
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

学
会
は
若
者
が
中

心
と
な
っ
て
「
湿
地

の
保
全
と
若
者
の
参

加
」
に
つ
い
て
議
論

を
す
る
初
め
て
の
試

み
で
す
。
日
本
、
韓

国
、
中
国
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
の
4
か
国
・

10
都
市
か
ら
対
象
と

な
る
18
か
ら
35
歳
ま

で
の
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

澤
口
先
生
の
「
新
潟
研
究

（
自
然
と
文
化
）」
を
履
修
し
、

湿
地
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
私

は
、
新
潟
市
か
ら
代
表
に
選
出

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

が
、
詳
し
い
知
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
う
え
、
海
外
経
験

が
な
く
一
人
で
行
く

こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　

学
会
で
は
多
く
の

方
々
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
パ
ネ
ル
討

論
や
湿
地
保
全
に
関

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
日
本
語
と

英
語
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日

は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
に
評
価
さ
れ
、
言

語
学
習
の
成
果
を
こ
れ
ほ
ど
実

感
で
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

湿
地
の
保
全
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
日
本
や
新
潟

を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
、
今
回

お
世
話
に
な
っ
た
方
や
地
元
に

こ
の
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。

W
etland City Youth Forum

湿地保全の価値を痛感
国際文化学科 3年　河内 天良

　

内
閣
府
が
公
募
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
・
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」

に
新
潟
市
が
２
０
２
２
年
5
月
に
選
定
さ

れ
、
そ
の
中
核
と
な
る
「
食
と
農
の
わ
く

わ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、

本
学
が
令
和
6

年
度
実
施
校

（
市
内
小
・
中

・
高
・
専
門
学

校
・
大
学
計
18

校
）
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

既
に
今
年
度
初
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
、
5
月
31
日
は
、
新
潟
市
北
区

大
月
地
区
の
宮
尾
浩
史
氏
（
宮
尾
農
園
代

表
）
を
招
き
「
新
潟
の
未
来
を
拓
く
有
機

農
業
の
可
能
性
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、
実
践
の
場
と
し
て
6
月
9
日

に
は
、
宮
尾
農
園
の
水
田
の
視
察
お
よ
び

「
新
潟
お
米
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

田
植
え
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
は
、
普
段
の
講
義
で
は
学
べ
な
い

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
講
演
や
現
地
視
察
を
経
て
、
12

月
に
は
新
潟
市
や
訪
問
先
の
関
係
者
な
ど

を
招
い
た
成
果
発
表
会
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
農
業

分
野
と
異
な
る
本
学
の
学
部
・
学
科
の
特

性
、
学
生
目
線
を
活
か
し
た
新
潟
の
、
そ

し
て
日
本
の
農
業
課
題
解
決
策
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
企
画
推
進
課
）

お
米
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　

 

学
生
が
宮
尾
農
園
で
田
植
え
体
験

　

市
民
を
対
象
に
し
た
公
開
講
座
を
開
設

し
て
い
る
本
学
は
、
今
年
度
前
期
講
座
で

本
学
国
際
学
部
の
澤
口
晋
一
教
授
に
よ
る

「
新
潟
市
内
『
潟
』
め
ぐ
り
」
を
開
講
し

ま
し
た
。
新
潟
市
は
２
０
２
２
年
11
月
に

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
都
市
」
と
し
て

国
際
的
に
認
証
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
核
と

な
る
の
が
佐
潟
、
福
島
潟
、
鳥
屋
野
潟
な

ど
の
市
内
に
点
在
す
る
潟
で
す
。

　

本
講
座
は
、
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
う
座
学
と
講
師
が
現
地
を
案
内
す
る
見

学
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
市
内
の
潟
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
、
今
回

は
じ
ゅ
ん
さ
い
池
（
新
潟
市
東
区
）
と
上

堰
潟
（
新
潟
市
西
蒲
区
）
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　

第
1
回
講
座
（
5
月
11
日
）
で
は
座
学

を
行
い
、
第
2
回
（
5
月
18
日
）
は
じ
ゅ

ん
さ
い
池
、
第
3
回
（
5
月
25
日
）
は
上

堰
潟
で
そ
れ
ぞ
れ
現
地
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
各
回
と

も
天
候
に
恵

ま
れ
、
12
名

の
受
講
生
は

周
辺
を
散
策

し
な
が
ら
、
潟
の
成
り
立
ち
や
個
性
、
そ

の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
講
師
を

務
め
る
澤
口
教
授
の
説
明
を
聴
い
て
い
ま

し
た
。

じ
ゅ
ん
さ
い
池
・
上
堰
潟‥

‥

　
　
　

  　
澤
口
教
授
と
現
地
見
学

韓国にて新潟市の湿地保全に関して
プレゼンテーションを行う河内天良さん

公
開
講
座
「
新
潟
市
内『
潟
』め
ぐ
り
」

食
と
農
の
わ
く
わ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

上堰潟にて本学公開講座「潟めぐり」で
潟の魅力を語る澤口教授と受講生

田植え体験に参加した学生と
教職員

（
社
会
連
携
室
）
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ご確認ください。

お申込み・
詳細

新潟県外
及び

佐渡島在住の方限定、
交通費補助制度

あり!

学生スタッフがみなさんを
ご案内します!

学生スタッフがみなさんを
ご案内します!

ご家族で
お気軽にお越し
ください。

オープンキャンパスで
学びを体験しよう！

時間やイベントについては、
変更になる場合があります。
最新情報は本学ホームページを
ご覧ください。
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13:30 ▼17:00

3回目

8/4日
13:30 ▼17:00

2回目

12/8日
決定次第
公開します

4回目
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運行

無料
8/4のみ8/4のみ

　

本
学
で
は
、
経
済
的
支
援
及
び
学
業
の
奨
励

を
目
的
と
し
て
、
多
様
な
独
自
奨
学
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
さ
ら
な
る
経

済
的
支
援
を
目
的
に
、
新
た
な
「
給
付
型
奨
学

金
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
高

等
教
育
修
学
支
援

新
制
度
の
支
援
対

象
が
令
和
6
年
度

か
ら
拡
大
さ
れ
、

本
学
情
報
シ
ス
テ

ム
学
科
が
支
援
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
本
学
独
自
の
奨
学
金
新
制
度
】

◎
家
族
入
学
奨
学
金 

入
学
金
相
当
額
を
給
付

 

対
象
者
：
入
学
時
に
お
い
て
親
子
や
兄
弟

姉
妹
が
本
学
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
。

◎
家
族
在
籍
支
援
奨
学
金 

当
該
学
期
授
業
料

の
半
額
相
当
額
を
給
付
（
通
算
8
学
期
以

内
）

 

対
象
者
：
本
人
の
入
学
時
に
お
い
て
、
兄

弟
姉
妹
や
親
子
が
本
学
に
在
籍
し
て
い
る

者
（
条
件
あ
り
）
。
受
給
対
象
者
は
入
学

年
度
が
一
番
下
位
の
者
と
す
る
。

※
い
ず
れ
も
令
和
6
年
度
以
降
に
入
学
し
た
学

生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
・
条
件

等
に
つ
い
て
は
、
本
学
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
国
の
高
等
教
育
修
学
支
援
新
制
度
（
給
付
型

奨
学
金
）
】

◎
第
Ⅳ
区
分
（
理
工
農
系
） 

本
学
情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
料
の
3
分
の
1
を
減
免（
半
期
１
１
２
，

５
０
０
円
／
年
間
２
２
５
，0
0
0
円
）

　

対
象
者
：
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
に
在
籍
し
、

国
の
高
等
教
育
修
学
支
援
新
制
度
の
第
Ⅳ

区
分
に
該
当
す

る
者

　

※
詳
し
い
内
容

・
要
件
等
に
つ
い

て
は
、
日
本
学
生

支
援
機
構
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
学

生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
後
も
多
様
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
奨
学
金
制
度
で
学
び
を
支
援

約500人が参加したスポーツ大会開会式のラジオ体操の様子

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
6
月
8
日
に
本
校
み
ず

き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
e
ス
ポ
ー
ツ
の
5

競
技
に
約

５
０
０
人

が
参
加
、

優
勝
を
目

指
し
て
各

競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
1
年
生
ゼ
ミ
対
抗
で
学

生
だ
け
で
な
く
教
員
も
参
加
し
、
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
だ
け
で
な

く
e
ス
ポ
ー
ツ
も
取
り
入
れ
、
運
動
が
苦
手

な
人
も
楽
し
め
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事
に
大
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
参

加
者
に
良

い
思
い
出

が
残
る
ス

ポ
ー
ツ
大

会
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

  （
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
長

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

3
年
　
清
水 

智
哉
）

5
競
技
に
５
０
０
人
が
汗
流
す

│
│
e
ス
ポ
ー
ツ
で
も
熱
戦

スポーツ大会

独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
新
設

国
の
制
度
も
拡
充
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
が
対
象
に

　

世
界
各
国
か
ら
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
都
市
の
若
者
が
集
ま
る
学

会
「W

etland City Youth 
Forum

 2024
」
が
5
月
24
日

か
ら
3
日
間
、
韓
国
の
済
州
市

で
開
催
さ
れ
、
新
潟

市
代
表
と
し
て
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

学
会
は
若
者
が
中

心
と
な
っ
て
「
湿
地

の
保
全
と
若
者
の
参

加
」
に
つ
い
て
議
論

を
す
る
初
め
て
の
試

み
で
す
。
日
本
、
韓

国
、
中
国
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
の
4
か
国
・

10
都
市
か
ら
対
象
と

な
る
18
か
ら
35
歳
ま

で
の
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

澤
口
先
生
の
「
新
潟
研
究

（
自
然
と
文
化
）」
を
履
修
し
、

湿
地
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
私

は
、
新
潟
市
か
ら
代
表
に
選
出

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

が
、
詳
し
い
知
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
う
え
、
海
外
経
験

が
な
く
一
人
で
行
く

こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　

学
会
で
は
多
く
の

方
々
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
パ
ネ
ル
討

論
や
湿
地
保
全
に
関

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
日
本
語
と

英
語
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日

は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
に
評
価
さ
れ
、
言

語
学
習
の
成
果
を
こ
れ
ほ
ど
実

感
で
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

湿
地
の
保
全
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
日
本
や
新
潟

を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
、
今
回

お
世
話
に
な
っ
た
方
や
地
元
に

こ
の
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。

W
etland City Youth Forum

湿地保全の価値を痛感
国際文化学科 3年　河内 天良

　

内
閣
府
が
公
募
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
・
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」

に
新
潟
市
が
２
０
２
２
年
5
月
に
選
定
さ

れ
、
そ
の
中
核
と
な
る
「
食
と
農
の
わ
く

わ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、

本
学
が
令
和
6

年
度
実
施
校

（
市
内
小
・
中

・
高
・
専
門
学

校
・
大
学
計
18

校
）
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

既
に
今
年
度
初
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
、
5
月
31
日
は
、
新
潟
市
北
区

大
月
地
区
の
宮
尾
浩
史
氏
（
宮
尾
農
園
代

表
）
を
招
き
「
新
潟
の
未
来
を
拓
く
有
機

農
業
の
可
能
性
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、
実
践
の
場
と
し
て
6
月
9
日

に
は
、
宮
尾
農
園
の
水
田
の
視
察
お
よ
び

「
新
潟
お
米
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

田
植
え
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
は
、
普
段
の
講
義
で
は
学
べ
な
い

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
講
演
や
現
地
視
察
を
経
て
、
12

月
に
は
新
潟
市
や
訪
問
先
の
関
係
者
な
ど

を
招
い
た
成
果
発
表
会
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
農
業

分
野
と
異
な
る
本
学
の
学
部
・
学
科
の
特

性
、
学
生
目
線
を
活
か
し
た
新
潟
の
、
そ

し
て
日
本
の
農
業
課
題
解
決
策
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
企
画
推
進
課
）

お
米
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　

 

学
生
が
宮
尾
農
園
で
田
植
え
体
験

　

市
民
を
対
象
に
し
た
公
開
講
座
を
開
設

し
て
い
る
本
学
は
、
今
年
度
前
期
講
座
で

本
学
国
際
学
部
の
澤
口
晋
一
教
授
に
よ
る

「
新
潟
市
内
『
潟
』
め
ぐ
り
」
を
開
講
し

ま
し
た
。
新
潟
市
は
２
０
２
２
年
11
月
に

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
都
市
」
と
し
て

国
際
的
に
認
証
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
核
と

な
る
の
が
佐
潟
、
福
島
潟
、
鳥
屋
野
潟
な

ど
の
市
内
に
点
在
す
る
潟
で
す
。

　

本
講
座
は
、
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
う
座
学
と
講
師
が
現
地
を
案
内
す
る
見

学
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
市
内
の
潟
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
、
今
回

は
じ
ゅ
ん
さ
い
池
（
新
潟
市
東
区
）
と
上

堰
潟
（
新
潟
市
西
蒲
区
）
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　

第
1
回
講
座
（
5
月
11
日
）
で
は
座
学

を
行
い
、
第
2
回
（
5
月
18
日
）
は
じ
ゅ

ん
さ
い
池
、
第
3
回
（
5
月
25
日
）
は
上

堰
潟
で
そ
れ
ぞ
れ
現
地
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
各
回
と

も
天
候
に
恵

ま
れ
、
12
名

の
受
講
生
は

周
辺
を
散
策

し
な
が
ら
、
潟
の
成
り
立
ち
や
個
性
、
そ

の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
講
師
を

務
め
る
澤
口
教
授
の
説
明
を
聴
い
て
い
ま

し
た
。

じ
ゅ
ん
さ
い
池
・
上
堰
潟‥

‥

　
　
　

  　
澤
口
教
授
と
現
地
見
学

韓国にて新潟市の湿地保全に関して
プレゼンテーションを行う河内天良さん

公
開
講
座
「
新
潟
市
内『
潟
』め
ぐ
り
」

食
と
農
の
わ
く
わ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

上堰潟にて本学公開講座「潟めぐり」で
潟の魅力を語る澤口教授と受講生

田植え体験に参加した学生と
教職員

（
社
会
連
携
室
）
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 １）研究論文・図書
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年3月）「食糧・人道危機とグローバルな二重基準問題─ウクライナとガザの事例より」
上智大学COSMOPOLIS 第18号（13～27頁）

・（2024年3月）「戦争と食糧――『有事』を煽ることなく、大切な『平時』を守るには」イスラ
ーム信頼学ニューズレター2024（研究の最前線3）第4号（34～35頁）

・（2024年4月） ラーウィア・アッタウィル著／井堂有子訳「第9章 レバノンのシリア難民――世
界最高の難民密度国におけるコネクティビティと葛藤」黒木英充編『イスラームからつなぐ4 
移民・難民のコネクティビティ』東京大学出版会（212～236頁）

今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2024年3月）「職務態度概念の多様化と課題」『哲學』三田哲学会 第152巻 （59～103頁）
佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年2月）"Simulation Modeling of a Conceptual Model for Supply Chain Risks in Japan’s 
Automobile Industry," IIAI Letters on Business and Decision Science, International Institute 
of Applied Informatics, Vol.4（1-12）

山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年3月）『強化されるフン・セン体制――2023年カンボジア総選挙と「世襲内閣」の誕
生』日本貿易振興機構アジア経済研究所（1～80頁）

・（2024年3月）「カンボジア――選挙を通じた権威主義体制の強化」『ワセダアジアレビュー』
明石書店 26号（72～75頁）

・（2024年5月）新谷春乃氏共著「フン・セン首相の辞任と世襲内閣の発足」『アジア動向年報 
2024』日本貿易振興機構アジア経済研究所（219～240頁）

・（2024年6月）「民主主義を装う独裁――体制移行後のカンボジア政治の展開」小林知編著『カ
ンボジアは変わったのか――「体制移行」の長期観察1993～2023』（41～95頁）

 ２）学会・研究会・講演等
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年2月7日～15日）オンライン連続ワークショップ（ヨルダン、チュニジア、イエメン／全
3回、企画・進行）「有事と食糧」研究会（オンライン）

佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年5月18日・19日）「サプライチェーンネットワークの取引構造に関する概念モデルの構
築」日本経営システム学会（麗澤大学）

教員の活動（本人申告による）
藤本　直生（国際文化学科・准教授）
・（2024年5月21日）"Exploring the supervisors' writing experiences and their effects on 
undergraduate thesis supervisory practices: A comparison of Japanese and Swedish contexts ," 
FoS (Forum for Sprakvetenskap) Higher Seminar（Dalarna University）Presented with John 
Adamson and Mariya Aida Niendorf online
山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年6月5日）「フン・セン首相の辞任と『世襲内閣』の成立」アジア経済研究所『アジア動
向年報 2024』出版記念セミナー第1回「タイ、カンボジアの政治動向と見通し」（オンライン）

 ３）競争的資金獲得研究
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年4月より新規～2027年3月）科学研究費・基盤研究（C）「米国PL480と中東・アフリカ
――穀物輸入依存の歴史的起源に関する政治経済学的研究」研究代表者

・（2023年4月より継続～2025年3月）科学研究費・学術変革領域研究（A）「イスラーム的コネク
ティビティにみる信頼構築：世界の分断をのりこえる戦略知の創造（イスラーム信頼学）」公
募研究「有事と食糧―中東・北アフリカにおいて試されるコネクティビティと信頼構築」研究
代表者

今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2024年4月より新規～2029年3月）令和6年度科学研究費助成事業基盤研究（B）「組織で働くプ
ロフェッショナルの働きがいの国際比較研究：仕事の意味の視点から」研究分担者

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年4月より新規）NPO法人アジア・アフリカ研究所編集委員
藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2024年4月21日）第48回新潟県パワーリフティング選手権大会の審判及び陪審員（五泉市粟島ふ
れあい館体育館）

・（2024年5月19日）第22回春季新潟県ベンチプレス選手権大会の陪審員（五泉市粟島ふれあい館
体育館）

・（2024年6月1日・2日）第98回北信越学生陸上競技対校選手権大会の副会長（富山総合運動公園
陸上競技場）

山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年4月12日）NHK WEB NEWS「“集団世襲”体制？ 日本が民主化支援のカンボジアで何
が？」にインタビュー記事掲載

　

本
学
同
窓
会
「
み
ず
き
会
」
の
２

０
２
４
年
度
総
会
と
懇
親
会
が
、
新

潟
（
6
月
15
日
・
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新

潟
駅
前
）、
関
東
支
部（
6
月
29
日
・

菜
な
K
I
T
T
E
丸
の
内
店
）
の
2

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
今
年
3
月
に
卒
業

し
た
新
会
員
の
ほ
か
、
幅
広
い
世
代

か
ら
の
卒
業
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
さ
れ
た
教
員
に
も
多
く

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
思
い
出
話
や

近
況
報
告
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
、
世

代
を
超
え
て

大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
参

加
者

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
再

会
を
約
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

総
会
、
懇
親
会
の
詳
細
は

「
み
ず
き
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
は
3
月
に
、
台
湾
の
国
立
高
雄

師
範
大
学
と
国
立
高
雄
科
技
大
学
で

研
究
発
表
を
行
い
、
現
地
の
学
部
生

・
修
士
課
程
学
生
と
交
流
し
て
き
ま

し
た
。

　

高
雄
師
範
大
学
で
は
、
日
本
人
学

生
の
通
学
時
の
服
装
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
日
本
人
か
ら

差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

こ
と
は
？
」
と
い
う
質
問
で
し
た
。

「
台
湾
は
小
さ
い
島
国
で
観
光
客
を

歓
迎
す
る
が
、
日
本
は
観
光
客
を
快

く
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
」
と
発
言

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
が
外
国
人

を
差
別
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
と

思
い
、
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
い
た
こ

と
に
驚
き
と
悲
し
み
を
感
じ
ま
し

た
。
外
国
人
に
そ
の
よ
う
に
感
じ
さ

せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
に

つ
い
て
、
日
本
人
は
も
っ
と
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
立
高
雄
科
技
大
学
で
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
連
合
中
間
発

表
会
」
で
研
究
発
表
を
し
ま
し
た
。

私
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て

発
表
し
、
台
湾
と
日
本
と
で
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
の
取
り
組
み
に
差
が
あ

り
、
日
本
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
特
に
台
湾
で
は
同
性
婚
が
合
法

化
さ
れ
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
点

で
、
日
本
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
で
日
本
の
印
象
や
学

生
の
考
え
方
の
違
い
を
感
じ
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
謝
先
生
、陳
先
生（
高

雄
科
技
大
学
准
教
授
）
、
内
田
先
生

か
ら
は
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
台
湾
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
残
り
の
学
生
生
活
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ず
き
会
総
会
・
懇
親
会

　

新
潟
市
中
央
区
の
本
町
交
差
点
に
は

8
つ
の
国
道
の
起
終
点
が
あ
り
、
日
本

一
多
く
の
国
道
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所

で
す
。
こ
の
点
に
着
目
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
本
学
は
路
地
連

新
潟
や
柾
谷
小
路
商
店
街
振
興
組
合
、

新
潟
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
な
ど
と
連
携
し

て
「
国
道
8
連
お
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
２
０
２
３
年
12
月
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
、
逆
三
角
形
を

し
た
国
道
標
識
が
お
に
ぎ
り
に
例
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
、
本
町
交
差

点
の
面
白
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
の
工
夫
や
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

も
取
り
入
れ
た
活
性
化
策
を
ま
と
め
、

今
秋
ま
で
に
新
潟
市
に
提
言
す
る
こ
と

を
目
標
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ら
と
Ｊ

Ｒ
新
潟
駅
前
か
ら
本
町
交
差
点
ま
で

の
ま
ち
歩
き
を
行
う
な
ど
「
新
潟
を
知

る
」
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
参
加

学
生
か
ら
は
「
新
潟
に
は
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
良
さ
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
大
切
」

な
ど
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
本
町
交
差
点
の
活
性
化
策
を
学
生

目
線
で
考
案
し
て
い
く
予
定
で
す
。

国立高雄科技大学で
「日本のジェンダー問題の現状と課題」を

発表する渡辺乃愛さん懐かしい思い出話に花が咲く同窓生と教職員
本町交差点にて

国道の起点・終点を示す里程標を眺める、
８連おむすびプロジェクトメンバーのみなさん

みずき会ホームページ

新
会
員・退
職
教
員
も
近
況
報
告

    　
新
潟・関
東
2
会
場
に
125
人
参
加

新
会
員・退
職
教
員
も
近
況
報
告

    　
新
潟・関
東
2
会
場
に
125
人
参
加

【 

任 

度
衍 

さ
ん
（
写
真
右
）
】

　

小
説
『
雪
国
』
の
舞
台
と
な
っ
た
県

へ
の
留
学
は
、
ソ
ウ
ル
の
雑
踏
に
疲
れ

て
い
た
私
に
は
新
し
い
刺
激
と
し
て
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
想
像
し
た
よ
う
に
、

新
潟
は
自
然
が
美
し
く
て
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
残
り
の
留
学

生
活
も
、
美
し
い
新
潟
で
楽
し
く
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【 

金 

世
殷 

さ
ん
（
写
真
左
）
】

　

新
潟
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
人

は
、
た
だ
大
雪
が
降
る
寒
い
地
域
だ
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
私
に
と

っ
て
新
潟
は
暖
か
い
場
所
と
し
て
、
こ

こ
で
の
思
い
出
は
ず
っ
と
私
の
心
を
温

め
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
新
潟

で
と
て
も
優
し
い
人
々
と
出
会
い
、
毎

日
を
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
を
し
て
、
日

本
語
に
つ
い
て
の
自
信
が
も
て
る
よ
う

に
な
り
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
強
く
な
り
ま
し
た
。
残
り
の

期
間
も
好
き
な
人
々

と
好
き
な
こ
と
を
し

な
が
ら
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
せ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

交
換
留
学
生
か
ら
の
ひ
と
言

台
湾
2
大
学
と
交
流
経
営
学
科 

4
年
　
渡
辺 

乃
愛

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
研
究
発
表

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
研
究
発
表

国
道
8
連
お
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

イ
ム 

ド
ヨ
ン

キ
ム 

セ
ウ
ン

美
し
い
自
然
／
優
し
い
人
々
／
日
々
新
た
な
刺
激

美
し
い
自
然
／
優
し
い
人
々
／
日
々
新
た
な
刺
激

今
春
か
ら
１
年
間
、
韓
国
の
光
云

大
学
よ
り
2
名
の
交
換
留
学
生
を

迎
え
ま
し
た
。2
名
の
留
学
生
に
、

新
潟
で
の
勉
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
な
ど
留
学
中
の
感
想
を
寄
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ク
ァ
ン
ウ
ン

数値地図（国土地理院）を加工して作成

（
社
会
連
携
室
）

（
総
務
課
）

本
町
交
差
点

本
町
交
差
点

国
道
8
本
が
集
中

国
道
8
本
が
集
中

日
本
一
周
知
へ
市
民
運
動
担
う

日
本
一
周
知
へ
市
民
運
動
担
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
大
き
な
差
を
痛
感

タ
カ
オ
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 １）研究論文・図書
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年3月）「食糧・人道危機とグローバルな二重基準問題─ウクライナとガザの事例より」
上智大学COSMOPOLIS 第18号（13～27頁）

・（2024年3月）「戦争と食糧――『有事』を煽ることなく、大切な『平時』を守るには」イスラ
ーム信頼学ニューズレター2024（研究の最前線3）第4号（34～35頁）

・（2024年4月） ラーウィア・アッタウィル著／井堂有子訳「第9章 レバノンのシリア難民――世
界最高の難民密度国におけるコネクティビティと葛藤」黒木英充編『イスラームからつなぐ4 
移民・難民のコネクティビティ』東京大学出版会（212～236頁）

今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2024年3月）「職務態度概念の多様化と課題」『哲學』三田哲学会 第152巻 （59～103頁）
佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年2月）"Simulation Modeling of a Conceptual Model for Supply Chain Risks in Japan’s 
Automobile Industry," IIAI Letters on Business and Decision Science, International Institute 
of Applied Informatics, Vol.4（1-12）

山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年3月）『強化されるフン・セン体制――2023年カンボジア総選挙と「世襲内閣」の誕
生』日本貿易振興機構アジア経済研究所（1～80頁）

・（2024年3月）「カンボジア――選挙を通じた権威主義体制の強化」『ワセダアジアレビュー』
明石書店 26号（72～75頁）

・（2024年5月）新谷春乃氏共著「フン・セン首相の辞任と世襲内閣の発足」『アジア動向年報 
2024』日本貿易振興機構アジア経済研究所（219～240頁）

・（2024年6月）「民主主義を装う独裁――体制移行後のカンボジア政治の展開」小林知編著『カ
ンボジアは変わったのか――「体制移行」の長期観察1993～2023』（41～95頁）

 ２）学会・研究会・講演等
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年2月7日～15日）オンライン連続ワークショップ（ヨルダン、チュニジア、イエメン／全
3回、企画・進行）「有事と食糧」研究会（オンライン）

佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年5月18日・19日）「サプライチェーンネットワークの取引構造に関する概念モデルの構
築」日本経営システム学会（麗澤大学）

教員の活動（本人申告による）
藤本　直生（国際文化学科・准教授）
・（2024年5月21日）"Exploring the supervisors' writing experiences and their effects on 
undergraduate thesis supervisory practices: A comparison of Japanese and Swedish contexts ," 
FoS (Forum for Sprakvetenskap) Higher Seminar（Dalarna University）Presented with John 
Adamson and Mariya Aida Niendorf online
山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年6月5日）「フン・セン首相の辞任と『世襲内閣』の成立」アジア経済研究所『アジア動
向年報 2024』出版記念セミナー第1回「タイ、カンボジアの政治動向と見通し」（オンライン）

 ３）競争的資金獲得研究
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年4月より新規～2027年3月）科学研究費・基盤研究（C）「米国PL480と中東・アフリカ
――穀物輸入依存の歴史的起源に関する政治経済学的研究」研究代表者

・（2023年4月より継続～2025年3月）科学研究費・学術変革領域研究（A）「イスラーム的コネク
ティビティにみる信頼構築：世界の分断をのりこえる戦略知の創造（イスラーム信頼学）」公
募研究「有事と食糧―中東・北アフリカにおいて試されるコネクティビティと信頼構築」研究
代表者

今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2024年4月より新規～2029年3月）令和6年度科学研究費助成事業基盤研究（B）「組織で働くプ
ロフェッショナルの働きがいの国際比較研究：仕事の意味の視点から」研究分担者

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年4月より新規）NPO法人アジア・アフリカ研究所編集委員
藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2024年4月21日）第48回新潟県パワーリフティング選手権大会の審判及び陪審員（五泉市粟島ふ
れあい館体育館）

・（2024年5月19日）第22回春季新潟県ベンチプレス選手権大会の陪審員（五泉市粟島ふれあい館
体育館）

・（2024年6月1日・2日）第98回北信越学生陸上競技対校選手権大会の副会長（富山総合運動公園
陸上競技場）

山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年4月12日）NHK WEB NEWS「“集団世襲”体制？ 日本が民主化支援のカンボジアで何
が？」にインタビュー記事掲載

　

本
学
同
窓
会
「
み
ず
き
会
」
の
２

０
２
４
年
度
総
会
と
懇
親
会
が
、
新

潟
（
6
月
15
日
・
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新

潟
駅
前
）、
関
東
支
部（
6
月
29
日
・

菜
な
K
I
T
T
E
丸
の
内
店
）
の
2

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
今
年
3
月
に
卒
業

し
た
新
会
員
の
ほ
か
、
幅
広
い
世
代

か
ら
の
卒
業
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
さ
れ
た
教
員
に
も
多
く

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
思
い
出
話
や

近
況
報
告
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
、
世

代
を
超
え
て

大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
参

加
者

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
再

会
を
約
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

総
会
、
懇
親
会
の
詳
細
は

「
み
ず
き
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
は
3
月
に
、
台
湾
の
国
立
高
雄

師
範
大
学
と
国
立
高
雄
科
技
大
学
で

研
究
発
表
を
行
い
、
現
地
の
学
部
生

・
修
士
課
程
学
生
と
交
流
し
て
き
ま

し
た
。

　

高
雄
師
範
大
学
で
は
、
日
本
人
学

生
の
通
学
時
の
服
装
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
日
本
人
か
ら

差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

こ
と
は
？
」
と
い
う
質
問
で
し
た
。

「
台
湾
は
小
さ
い
島
国
で
観
光
客
を

歓
迎
す
る
が
、
日
本
は
観
光
客
を
快

く
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
」
と
発
言

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
が
外
国
人

を
差
別
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
と

思
い
、
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
い
た
こ

と
に
驚
き
と
悲
し
み
を
感
じ
ま
し

た
。
外
国
人
に
そ
の
よ
う
に
感
じ
さ

せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
に

つ
い
て
、
日
本
人
は
も
っ
と
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
立
高
雄
科
技
大
学
で
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
連
合
中
間
発

表
会
」
で
研
究
発
表
を
し
ま
し
た
。

私
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て

発
表
し
、
台
湾
と
日
本
と
で
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
の
取
り
組
み
に
差
が
あ

り
、
日
本
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
特
に
台
湾
で
は
同
性
婚
が
合
法

化
さ
れ
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
点

で
、
日
本
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
で
日
本
の
印
象
や
学

生
の
考
え
方
の
違
い
を
感
じ
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
謝
先
生
、陳
先
生（
高

雄
科
技
大
学
准
教
授
）
、
内
田
先
生

か
ら
は
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
台
湾
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
残
り
の
学
生
生
活
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ず
き
会
総
会
・
懇
親
会

　

新
潟
市
中
央
区
の
本
町
交
差
点
に
は

8
つ
の
国
道
の
起
終
点
が
あ
り
、
日
本

一
多
く
の
国
道
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所

で
す
。
こ
の
点
に
着
目
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
本
学
は
路
地
連

新
潟
や
柾
谷
小
路
商
店
街
振
興
組
合
、

新
潟
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
な
ど
と
連
携
し

て
「
国
道
8
連
お
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
２
０
２
３
年
12
月
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
、
逆
三
角
形
を

し
た
国
道
標
識
が
お
に
ぎ
り
に
例
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
、
本
町
交
差

点
の
面
白
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
の
工
夫
や
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

も
取
り
入
れ
た
活
性
化
策
を
ま
と
め
、

今
秋
ま
で
に
新
潟
市
に
提
言
す
る
こ
と

を
目
標
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ら
と
Ｊ

Ｒ
新
潟
駅
前
か
ら
本
町
交
差
点
ま
で

の
ま
ち
歩
き
を
行
う
な
ど
「
新
潟
を
知

る
」
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
参
加

学
生
か
ら
は
「
新
潟
に
は
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
良
さ
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
大
切
」

な
ど
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
本
町
交
差
点
の
活
性
化
策
を
学
生

目
線
で
考
案
し
て
い
く
予
定
で
す
。

国立高雄科技大学で
「日本のジェンダー問題の現状と課題」を

発表する渡辺乃愛さん懐かしい思い出話に花が咲く同窓生と教職員
本町交差点にて

国道の起点・終点を示す里程標を眺める、
８連おむすびプロジェクトメンバーのみなさん

みずき会ホームページ

新
会
員・退
職
教
員
も
近
況
報
告

    　
新
潟・関
東
2
会
場
に
125
人
参
加

新
会
員・退
職
教
員
も
近
況
報
告

    　
新
潟・関
東
2
会
場
に
125
人
参
加

【 

任 

度
衍 

さ
ん
（
写
真
右
）
】

　

小
説
『
雪
国
』
の
舞
台
と
な
っ
た
県

へ
の
留
学
は
、
ソ
ウ
ル
の
雑
踏
に
疲
れ

て
い
た
私
に
は
新
し
い
刺
激
と
し
て
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
想
像
し
た
よ
う
に
、

新
潟
は
自
然
が
美
し
く
て
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
残
り
の
留
学

生
活
も
、
美
し
い
新
潟
で
楽
し
く
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【 

金 

世
殷 

さ
ん
（
写
真
左
）
】

　

新
潟
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
人

は
、
た
だ
大
雪
が
降
る
寒
い
地
域
だ
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
私
に
と

っ
て
新
潟
は
暖
か
い
場
所
と
し
て
、
こ

こ
で
の
思
い
出
は
ず
っ
と
私
の
心
を
温

め
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
新
潟

で
と
て
も
優
し
い
人
々
と
出
会
い
、
毎

日
を
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
を
し
て
、
日

本
語
に
つ
い
て
の
自
信
が
も
て
る
よ
う

に
な
り
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
強
く
な
り
ま
し
た
。
残
り
の

期
間
も
好
き
な
人
々

と
好
き
な
こ
と
を
し

な
が
ら
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
せ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

交
換
留
学
生
か
ら
の
ひ
と
言

台
湾
2
大
学
と
交
流
経
営
学
科 

4
年
　
渡
辺 

乃
愛

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
研
究
発
表

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
研
究
発
表

国
道
8
連
お
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

イ
ム 

ド
ヨ
ン

キ
ム 

セ
ウ
ン

美
し
い
自
然
／
優
し
い
人
々
／
日
々
新
た
な
刺
激

美
し
い
自
然
／
優
し
い
人
々
／
日
々
新
た
な
刺
激

今
春
か
ら
１
年
間
、
韓
国
の
光
云

大
学
よ
り
2
名
の
交
換
留
学
生
を

迎
え
ま
し
た
。2
名
の
留
学
生
に
、

新
潟
で
の
勉
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
な
ど
留
学
中
の
感
想
を
寄
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ク
ァ
ン
ウ
ン

数値地図（国土地理院）を加工して作成

（
社
会
連
携
室
）

（
総
務
課
）

本
町
交
差
点

本
町
交
差
点

国
道
8
本
が
集
中

国
道
8
本
が
集
中

日
本
一
周
知
へ
市
民
運
動
担
う

日
本
一
周
知
へ
市
民
運
動
担
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
大
き
な
差
を
痛
感

タ
カ
オ
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こ
の
た
び
私
は
6
月
1
日
か
ら

2
日
間
、
富
山
県
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
か
れ

た
「
第
98
回
北
信
越
学

生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会
」
の
２
０
０
ｍ
走
で
優
勝

し
、
今
年
9
月
19
日
か
ら
川
崎
市

の
等
々
力
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
る
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
（
全
日
本
イ
ン
カ
レ
）

に
出
場
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
念
願
だ
っ

た
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
前
日
の
４
０
０
ｍ
走

で
は
成
績
が
振
る
わ
ず
、
課
題
を

残
す
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
7
月
に
は
新
潟
県
選

手
権
兼
国
体
予
選
、
8
月
に
は
北

日
本
イ
ン
カ
レ
と
北
陸
選
手
権
、

9
月
に
全
日
本
イ
ン
カ
レ
、
10
月

に
北
信
越
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

大
切
な
大
会
が
続
く
の
で
、
自
分

の
置
か
れ
た
環
境
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
1
日
1
日
を
大
切
に

過
ご
し
、
競
技
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。C O N T E N T S

　

本
学
と
新
潟
放
送
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）
の
包

括
連
携
協
定
の
締
結
式
が
4
月
23
日
に

本
校
（
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
行

わ
れ
、
本
学
の
越
智
敏
夫
学
長
、
新
潟

放
送
の
島
田
好
久
代
表
取
締
役
社
長
ら

関
係
者
が
出
席
し
、
連
携
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し

た
。
今
後

「
教
育
・

人
材
育
成

・
人
材
交

流
の
推
進
」、「
防
災
、
減
災
の
啓
蒙
」、

「
地
域
の
社
会
的
課
題
の
解
決
」、「
情

報
発
信
」
な
ど
で
連
携
し
「
地
域
社
会

の
発
展
」
と
「
人
材
育
成
及
び
学
術
の

振
興
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域

で
解
決
す
べ
き
課
題
や

次
世
代
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
な

ど
を
テ
ー
マ
に
人
材
交
流
を
行
う
ほ

か
、
学
生
の
番
組
出
演
を
通
し
て
新

潟
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ

ア
を
提
案
す
る
な
ど
、
人
材
育
成
や

情
報
発
信
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

　

5
月
17

日
に
本
校

で
行
わ
れ
た
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

新
潟
放
送
関
係
者
か
ら
学
生
に
向
け

て
、
新
潟
放
送
の
会
社
概
要
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
工
程
に
つ

い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

若
者
世
代
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

の
楽
し
み
方
や
「
空
き
家
活
用
」
、

「
若
者
が
気
軽
に
遊
べ
る
施
設
の
充

実
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
学
生
が
出
演
す
る
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ

ジ
オ
番
組
「
い
つ
も
あ
な
た
と 

Ｂ

Ｓ
Ｎ
通
信
」
の
事
前
打
合
せ
と
収
録

へ
の
同
席
や
ス
タ
ジ
オ
見
学
を
通
し

て
、
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
一
面
を
知
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
放
送
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

番
組
制
作
を
通
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の

重
要
性
や
社
会
へ
の
影
響
を
学
び
、

若
者
の
視
点
で
地
域
課
題
や
次
世
代

向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

5
月
25
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
た
全
日
本
大
学
生
中
国
語
ス

ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト

北
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
で
一
等
賞
を
受
賞

し
、
6
月
22
日
に
早
稲
田
大
学
で

開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。　

　

参
加
者
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る

「
天
下
一
家
」
を
上
海
で
の
留
学

経
験
と
結
び
つ
け
て
ス
ピ
ー
チ
を

し
ま
し
た
。
中
国
語
が
私
た
ち
の

架
け
橋
と
な
り
、
国
際
交
流
の
成

功
へ
と
導
い
て
く
れ
た
喜
び
を
全

面
に
表
現
し
ま
し
た
。

人材育成 学術振興 地域課題の解決目指す

（
国
際
文
化
学
科 

4
年

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
鳥
　
仁
）

（
企
画
推
進
課
）

包括連携協定締結式にて本学学生・教職員および新潟放送関係者

学
生
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
全
国
大
会
に
出
場

若
者
視
点
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
も

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
意
見
交
換

２
０
０ｍ
走
で
優
勝  

全
国
大
会
へ

　

全
国
大
会
で
は
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
が
、
何
よ
り
う
れ
し
か

っ
た
の
は
大

会
を
通
し
て

切
磋
琢
磨
で

き
る
仲
間
に
出
会
い
、
自
分
の
中

国
語
学
習
を
見
つ
め
直
す
機
会
を

得
た
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
経
験
を
今
後
の
学
習
へ

の
活
力
に
、
日
々
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

新
潟
国
際
情
報

大
学
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
受
験
生
・
高
校
生
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
入
試
な

ど
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
機
能
に
よ
り
、
効
率
的
に
必
要

な
情
報
へ
導
き
ま
す
。
ぜ
ひ
「
友

だ
ち
追
加
」
を
し
て
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
！

新
潟
放
送
と
包
括
連
携
協
定

北信越大会後の本学陸上部のメンバー
（写真一番左が霜鳥仁さん）

（
国
際
文
化
学
科 

3
年

　
　
　
　
　
　
　
　
和
田 

東
子
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

北
信
越
学
生
陸
上
競
技
大
会

夢膨らませた29人 5カ国へ夢膨らませた29人 5カ国へ

独自の給付型奨学金制度を新設独自の給付型奨学金制度を新設
派遣留学・夏期セミナー派遣留学・夏期セミナー

4面

2・3面

北信越学生陸上競技大会 200m走優勝 全国大会へ北信越学生陸上競技大会 200m走優勝 全国大会へ 8面

全日本大学生中国語スピーチコンテスト出場全日本大学生中国語スピーチコンテスト出場 8面

新潟放送と包括連携協定新潟放送と包括連携協定 8面

3面
オンライン交流会・
　通訳ボランティア
　　韓国語生かして
　　コミュ力向上目指す

8面
LINE開設

7面
国道8連おむすびプロジェクト発足
韓国　光云大学校
　　交換留学生からのひと言

4面
令和6年度スポーツ大会
オープンキャンパス2024案内
5面

Wetland City Youth Forum 2024
　　新潟市代表として参加
公開講座「新潟市内『潟』めぐり」現地見学　　　　　　　

6面
ＳＤＧｓフォーラムで研究発表
　　台湾2大学と交流
みずき会総会・懇親会

食と農のわくわくＳＤＧｓ学習
　　お米作りワークショップ


	ひだり
	01_08学報vol103_0711
	03_02学報vol103_0712
	05_04学報vol103_0711
	07_06学報vol103_0712

	みぎ
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